
 

 

 

 

 

 

 

主題設定について 

本校の研究は児童の資質・能力を育てることを目的とした実践

研究であり、児童の現状に即するため単年度の研究を行ってい

る。今年度は、小規模校である本校の「少人数なため対話的活動

が苦手」という課題克服のため、本研究主題を設定した。 

研究内容 

（１）対話的活動を通して（少人数における効果的な対話的活動） 

①自ら思考し、自分の考えを分かりやすく表現する力の向上 

・考えたい、やってみたい、できそうだという学習課題の設定 

・考えた過程が分かるノートづくり 

・図や数直線、グラフなどを用いて自分の考えを書く活動 

②他の考えと比較、他者との交流、自分の考えを再構築する力の 

向上 

・教科書の登場人物やクラスの友達の考えと自分の考えとの比較 

・クラスの友達、対教師、ICT機器等を用いて他者の意見との交 

流→子ども対教師でまとめ上げ 

・振り返りにおいて自分の考えの変化や新しい発見の記入と時間 

設定の工夫 

（２）自分の考えを深めたり、広げたりできる子の育成 

①到達点にそって自己評価できる子 

・到達点を明確にした課題設定（今日何ができればいいのか、今 

日何が分かればいいのかが明確） 

・振り返りにおいて学習内容の定着を見とる。 

②学習したことを次時に活用したり、家庭学習などでも積 

極的にその学習や応用問題に取り組んだりできる子 

・前時の振り返りの中で子供たち自らが本時の課題に気づかせる 

工夫 

・家庭学習の内容の工夫 

 

 本校は平成２９年度に「ＩＣＴ活用教育促進事業」

に参加し、当時より一人一台端末の体制が整えられ

ていた。また、学習への活用も進んでおり、ドリル学

習はもちろん、写真や動画の撮影や調べ学習、発表

活動等に日常的にＩＣＴを活用してきた。 

 新型コロナウイルスや吹雪による臨時休業時及び 

 

 

 

 

 

感染予防等によって登校できない児童には端末を活

用したリモート授業を行い、子ども達の学びを保障

することができた。 

 昨年度より算数科においてデジタル教科書の活用

を試みるとともに、今年度は町内の小学校との合同

リモート授業を行い、教育的効果を高めている。今

後もさらに 1 人 1 台端末を生かし、ＩＣＴの活用を

進める予定である。 

 

 ９月１４日に「利尻島教育研究大会」が利尻

小・鬼脇中を会場に開催され、両町の教職員が

集い、学びを深めることができた。Ｒ５年度は

管内教育研究大会が利尻島を会場に行われる

予定である。 

 

本校の研究の様子 

本校では、子ども達の資質・能力の育成を目指し、

標題の主題をもとに校内研究を進めている。今年度

も、７月５日と１１月７日の 2 回、校内授業研を行

い、主体的、対話的な深い学びのある授業づくりに

ついて意見交換をし、本校の研究を深めることがで

きた。（写真：１１月７日 指導主事訪問） 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度に向けて 

現在は、今年度の研究を総括するとともに、新年

度の教育課程編成を進めているところである。今後、

令和５年度の教育課程編成をもとに、本校児童の資

質・能力を育てることを目指した学校研究となるよ

う研究計画づくりを進めていく。また、利尻富士町

の複式部会や町内小中学校とのさらなる連携を進め

ていく。 

令和４年度 宗谷複式教育連盟 交流紙 あしたもともだち 

研究主題 
『対話的活動を通して、自分の考えを深めたり、広げたりできる力の育成』 

～少人数における効果的な対話的活動のあり方 算数科を通して～ 

利尻町複式教育研究部会（利尻町立仙法志小学校） 

１．研究主題について 

２．オンライン学習などＩＣＴ活用状況 

３．市町村教育研究大会の様子 

４．今後の方向性 


